
福島県行政書士会県南支部

ビズＩＤを取得しよう



何に使う？ ＧビズＩＤ

GビズIDは、以下のような行政サービスに利用できます

１ 補助金申請
 jGrantsなどの補助金申請システムでの申請が可能です。

２ 社会保険手続き
 日本年金機構の社会保険手続きがオンラインで一元的に行えます。

３ 各種認可申請
 経済産業省の保安ネットにおける産業保安関連申請もオンラインで完結できます。

GビズIDを取得することで、業務の効率化や手続きの簡素化が期待でき、さまざまな業界の
幅広い行政サービスに対応しています。
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ＧビズＩＤ と
ＪグランツHTTPS://WWW.JGRANTS-PORTAL.GO.JP/

Ｊグランツとは

デジタル庁が運営する国や自治体の補助金の
電子申請システム

Jグランツは、デジタル庁が運営する国や自治体
の補助金の電子申請システムです。

このシステムを利用することで、個人事業主や中
小企業は、オンラインで補助金や助成金を簡単
に検索・申請できます。

主な利点として、書類作成や窓口への提出にか
かる時間やコストを削減できること、24時間365
日いつでも申請が可能であることが挙げられます
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ＧビズＩＤとは、各種申請に伴い、自らの身分を証明するもの
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ＧビズＩＤの種類



ＧビズＩＤ取得の流れ

必要なもの：

■ マイナンバーカード（署名用電子証明書が有効なもの）

■ スマートフォン（GビズIDアプリをインストール）

■ パソコン等の申請用端末

■ メールアドレス

手順：

１ GビズID公式サイト（ https://gbiz-id.go.jp/top/ ）にアクセス
２ 「アカウントを作成」→「プライム」→「オンライン申請」を選択
３ メールアドレスを登録し、届いたメールのリンクから申請画面を開く
４ 事業者情報（法人名・法人番号・代表者氏名など）を入力
５ スマートフォンでGビズIDアプリを起動し、マイナンバーカードを読み取る
６ 署名用パスワード（英数字6〜16文字）を入力して申請完了
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GビズID公式サイト（ https://gbiz-id.go.jp/top/ ）



ＧビズＩＤ取得 事前準備
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ＧビズＩＤ取得 事前準備
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ＧビズＩＤ取得 事前準備
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パソコンを認証する申請情報の入力
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申請情報の入力
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スマホで読み取り
アプリで申請情報に電子署名
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アプリで申請情報に電子署名
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アプリで申請情報に電子署名
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アプリでアカウント登録
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アプリでアカウント登録

スマホのメッセージで確認します
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ＳＮＳの本人確認
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認証方法
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今後
拡充していきます
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行政
事業実施者

代理人

申請者Ａ
申請書類
修正・仕上げ

申請書類のクラウド利用による書類一括管理

(クラウド) 申請者A専用のデータ

加筆・修正・更新等

加筆・修正・更新等
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https://pr.gbiz-id.go.jp/
GビズIDとは｜GビズID(法人・個人事業主向けアカウント)｜
デジタル庁

検索 「ＧビズＩＤ取得 デジタル庁」 動画がたくさんあります

https://pr.gbiz-id.go.jp/
https://pr.gbiz-id.go.jp/
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ＧビズＩＤを取得しよう

ランニングコスト なし

「いざ」というときの申請が可能

補助金の情報の入手を仕事に！
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震災、パンデミック、そして緊迫する国際情勢。これらを経て、日本の補助金政策は「一律のバラマキ」から、「経済安全保
障」と「GX（グリーントランスフォーメーション）」を核とした戦略的投資へと明確にシフトしています。

1. エネルギー自給率向上と脱炭素の融合（GX投資）

国際的なエネルギー価格の不安定化を受け、単なる「環境保護」では
なく「エネルギー安全保障」としての補助金が主流になります。

系統用蓄電池・家庭用蓄電池への集中支援 再生可能エネルギーの
出力制御を抑え、電力を国内で「溜めて使う」ための設備導入補助が
拡充されます。

「GXZEH（グリーントランスフォーメーション・ネットゼロエネルギー住
宅）」の推進 従来のZEH（省エネ住宅）より厳しい断熱基準（断
熱等級6以上）や、太陽光・蓄電池・V2H（車から家への給電）を
セットにした導入への高額補助。

水素・アンモニア供給網の構築支援 化石燃料への依存を減らすため、
次世代エネルギーの製造・輸送拠点整備に対する大規模な事業者向
け補助金。

2. 経済安全保障に直結する「国内回帰」支援

地政学リスク（サプライチェーンの寸断）に備え、重要物資を
日本国内で完結させるための補助金です。

戦略物資の国内生産拠点整備補助金 半導体、蓄電池、
重要鉱物、医薬品などの工場新設・増設に対し、建設費の
最大3分の1から2分の1を補助するような超大型支援。

「特定重要技術」の研究開発・実装支援 AI、量子技術、ド
ローン、宇宙開発など、他国への依存がリスクとなる分野のス
タートアップや企業への継続的な研究開発助成。
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3. 物資・エネルギー高騰への「耐性強化」支援

価格高騰を補助金で補填し続けるのは財政的に限界があるため、
「高騰しても耐えられる構造」への転換を促す方向へ切り替わります。

中小企業向け「省力化・省エネ」一体型補助金 人手不足とエネ
ルギー高騰を同時に解決するため、ロボット導入と省エネ設備更新
をセットで行う事業への優遇。

物流・輸送効率化（フィジカルインターネット）支援 燃料価格
高騰対策として、荷主と運送業者をAIで結び、積載率を高めるシ
ステム導入や共同配送への補助。

4. 激甚化する災害への「レジリエンス」対策
震災の教訓から、公的避難所だけでなく「民間施設の避
難所化」を促す支援が増えるでしょう。

災害時拠点化補助金（民間のインフラ強化） ガソリン
スタンド、コンビニ、物流倉庫などの民間施設に自家発電
機や通信維持設備を設置する際の費用支援。

地域マイクログリッド構築補助金 災害で系統電力が遮
断されても、その地域内だけで電力を融通し合える仕組
み（独立型電源網）の整備支援。

国 ⇒ 県 ⇒ 市町村

事業の流れ…
今後の課題・・・



福島県行政書士会県南支部

ビズＩＤを取得しよう
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